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学習指導案

１　日時　　　　　平成17年11月 4日（金）　5校時(13:30~14:20)

２　対象　　　　　普通科国際教養コース２年１組 20名 （女子17名　男子3名）

３　場所　　　　　中校舎　4階　２年１組教室

４　授業者　　　　教諭　宮本昌明

５　科目　　　　　英語理解

６　教材　　　　　UNICORN English Course Ⅱ（文英堂）

７　単元　　　　　Lesson 7  The Lessons of Easter Island  (part 4)

８　単元について

○教材観

　この課の話はイースター島の文化の滅亡過程を通して，人類にとっての資源問題を考えるというものである。言い換えれば，人類の文明について考えることにもつながっていくテーマである。イースター島の謎を解読していき，最終的には学習者に現代文明への警鐘が鳴らされているという点を読み取らせていきたい。
○生徒観

　このクラスの生徒全員が実用英語検定２級を取得しており，英語学習に対するモチベーションはかなり高い。一年次のニュージーランド語学研修，二年次のJICA研修合宿等の学校行事を通じて，英語を使って自己表現をすることにも抵抗感はほとんど感じられない。このような非常に高いレベルの生徒を担当することになり，生徒の英語力をさらに伸ばすには，どのような指導法が適切であるのか私自身悩んだ時期もあった。またどのような活動が有効なのか，試行錯誤の毎日であった。

授業担当者間で話し合いを持ちながら，さらに深い読み込みをさせていくには，訳読に頼るのではなく要約や自己表現等を含めた授業が効果的なのではないかという結論に至った。そこでこれらの活動を含めた予習用のプリントを作成していった。

予習プリントを効率よく使い，音読や自己表現等の活動を１時間の中にどれだけ組み込めるかが今後の課題である。文字通りの意味の把握に終止するのではなく，本課で扱う内容を踏まえて問題の核心に迫ることができる深い読みを身に付けさせていきたいと考えている。

○指導観

文明が発達し，人類は物質文明を謳歌している。しかしながら人類は地球温暖化や，地球の生命を脅かすような様々な問題を抱えていることも事実である。この課でイースター島とそこに住む人々の辿った運命をふまえ，われわれ人類は「豊かな時代」の中でどう考え，どのように行動していくべきなのかを生徒に考えさせていきたい。

９　単元の目標    

（1） イースター島とそこに住む人々の辿った運命を理解ことができる。

（2） イースター島の滅亡過程を通して，われわれ人類にとって真の豊かさとは何かを理解することができる。

（3） 関係代名詞which（先行詞が節などの場合）の非制限用法に習熟することができる。

（4） 助動詞＋have＋過去分詞の用法に習熟することができる。

１０　単元の評価規準

	ア　関心・意欲・態度
	イ　表現の能力
	ウ　理解の能力
	エ　知識・理解

	[言語活動への積極的な取り組み]

①大きな声で音読に積極的に取り組んでいる。（読むこと）

②単元の本文・話題を積極的に聞いている。（聞くこと）


	[正確さ]

①正しい発音と作者の意向に合ったイントネーションで作者の意向を考えて音読できる。（読むこと）

[適切さ]

②内容を踏まえ，英語で自分の考えを表現することができる。（書くこと）
	[正確さ]

①述べられている内容について正確に理解することができる。（読むこと）

 [適切さ]

②本文の内容についてポイントとなる点や概要を把握できる。（読むこと）
	[言語についての理解]

①文法事項を理解している。




１１　指導と評価の計画

	時
	学習内容（時数）
	評　　価

	
	
	関
	表
	理
	知
	評価規準
	評価方法

	１
	Lesson ７導入

・Warm Up　・Conversation
・scanningによる各Partのkey sentence把握

（各PartのCDを聞かせた後，脚注のQに答えさせる）

・Language Focus
	
	○


	○


	
	【表現・正確な読み】

【理解・適切な読み】
	観察

質問

	２


	Part１
・内容理解

・音読

・自己表現
	○


	○
	○


	
	【理解・正確な読み】

【言語活動への取り組み】

【表現・適切な発話】
	予習用ワークシート

観察

質問

	３


	Part２
・内容理解

・音読

・自己表現
	○


	○
	○


	
	【理解・正確な読み】

【言語活動への取り組み】

【表現・適切な発話】
	予習用ワークシート

観察

質問

	４


	Part３
・内容理解

・音読

・自己表現
	○


	○
	○


	
	【理解・正確な読み】

【言語活動への取り組み】

【表現・適切な発話】
	予習用ワークシート

観察

質問

	５（本時）
	Part４
・内容理解

・音読

・自己表現
	○


	○
	○


	
	【理解・正確な読み】

【言語活動への取り組み】

【表現・適切な記述】
	予習用ワークシート

観察

質問

	６
	Part５
・内容理解

・音読

・自己表現
	○


	○
	○


	
	【理解・正確な読み】

【言語活動への取り組み】

【表現・適切な記述】
	予習用ワークシート

観察

質問

	７


	・内容理解まとめ

・Lesson 7　要約


	
	
	○

○


	○
	【理解・正確な読み】

【理解・適切な読み】

【言語についての理解】
	観察

質問

質問

	８
	・Communication Activities

・Developing Your Skills
	
	
	
	○

○
	【言語についての理解】
【言語についての理解】
	観察

質問


１２　本時の展開

（1） 本時の目標

a) Part4の本文を大きな声で音読することができる。

b) Part4の概要を把握し，自分の言葉で表現することができる。

c) 木の損失がイースター島の滅亡へとつながったことを理解することができる。
（2） 観点別評価規準

 [表現の能力]

・大きな声で音読ができる。

 [理解の能力]

・イースター島滅亡の原因を理解することができる。
・イースター島滅亡の原因を理解し，自分の考えを述べることができる。

（３）準備物

教科書，予習プリント， チャンクプリント，CDプレーヤー，教科書準拠CD，発展学習用ワークシート，ストップウォッチ

（４）学習の展開

	時間
	活動
	生徒の活動
	該当番号
	指導上の留意点
	評価規準
	評価方法

	(2分)
	復習
	前時の復習・確認

	
	Part3のCDを聞かせ,

シャドイングさせる。
	イ①
	観察



	(3分)
	導入
	新出単語をリピートさせての発音確認

新出単語の意味確認

本文(Part4)のCDを聞く
	Ｑ２


	Pre-listening Question
	ア②
	予習用プリント
観察

質問

	(12分)
	展開
	Part4の内容理解

1.Ｔ/Ｆに答えさせる

2. 以下の内容に注意させる

【文法事項】

① bring about (p.96 l.9)

② no longer (p.96 l.15)

③ be made from～ (p.96 l.17)

④ , which (p.96 l.16-17)

⑤ make＋it(仮目的語)＋C＋to do

(p.98 l.17)

⑥ war over (p.98 l.112)

【内容把握】

①This made it more difficult to grow up. (p.97 l.2)の指示する内容

②Without canoes, the islanders were trapped in their remote home because of the environmental damage they had caused. (p.97 l.6-8)の意味する内容
	Ｑ３

	日本語訳に固執しすぎないように注意する。


	ウ①

エ①

ウ①
	予習用プリント
観察

質問

	(3分)
	
	（自己表現①）
＊ペアワーク

例文を作らせる。
	Ｑ４
	
	エ①
	

	(10分)


	定着
	音読

（音読１）コーラスリーディング

（音読２）（ＣＤを使って）シャドイング
（音読３）リードアンドルックアップ
	
	大きな声で発音するよう注意を促す。
	ア①
	チャンクプリント
観察

	(3分)
	
	（自己表現②）
＊ペアワーク

下線部Ａ）についての意見交換
	Ｑ５
	良い意見を発表させる。
	イ②
	

	(10分) 

	
	（自己表現③）
＊ペアワーク

1. 本文を一段落ずつ読み，交互に自分の英語で言い換えさせる。最後に必ず自分の意見を加えさせる
2. 相手の意見を聞いて，改良点を加え，Part4の要約文を書かせる
	Ｑ６

	良い意見を発表させる。
	ウ②
	質問

	(5分)
	まとめ
	フローチャートを完成させ，Part4の流れを視覚的に押さえさせる
	Ｑ７


	「衣食住」の問題
	ウ②
	

	(2分)
	
	Part4のタイトルをつけさせる
	Ｑ８
	良い意見を発表させる。
	ウ②
	

	
	
	発展学習用プリント配布

次時の連絡
	
	
	
	発展学習用プリント


